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■  技術概要

：対物行動推定装置およびサービス提供システム

対物行動推定装置

自動販売機や案内標識などの対象物に対して人間がどのような自動販売機や案内標識などの対象物に対して人間がどのような自動販売機や案内標識などの対象物に対して人間がどのような自動販売機や案内標識などの対象物に対して人間がどのような
行動を行うかを推定するもので、イベント会場、ショッピングセン行動を行うかを推定するもので、イベント会場、ショッピングセン行動を行うかを推定するもので、イベント会場、ショッピングセン行動を行うかを推定するもので、イベント会場、ショッピングセン
ター、美術館、博物館、遊園地、動物園などで適用される。ター、美術館、博物館、遊園地、動物園などで適用される。ター、美術館、博物館、遊園地、動物園などで適用される。ター、美術館、博物館、遊園地、動物園などで適用される。

イベント会場、ショッピングセンター、美術館、博物館、遊園地など設置物や、動物
園やペットショップなどに居る犬や猫などに対して人間がどのような行動をするかを
推定する。

本発明によれば、設置物やペットなどの対象物に対する人間の位置履歴を検出
し、その位置履歴から算出した人間と対象物との相互間に関する特徴量を利用し
て人間の対象物に対する行動を短時間に推定しているので、その人間の行動に応
じたサービスを迅速に提供することができる。

コミュニケーションロボットや自動販売機などの対象物１８に対する人間１６の位置
座標をレーザレンジファインダ２２並びに無線IDタグ２６によって検出して所定時間
（例えば０.２）分の位置履歴を取得し、その位置履歴から対象物１８と人間１６との
相互間に関する特徴量および移動に関する特徴量を算出してそれらの特徴量から
対象物１８に対する人間１６の行動を推定する。


